
別記様式

随意契約結果書

物品等の名称及び 福島河川国道事務所管内で使用する電気

数量

契約担当官等の氏 ○分任支出負担行為担当官 東北地方整備局

名並びにの所属す 福島河川国道事務所長 福島 陽介

る部局の名称及び ○国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所

所在地 ○福島県福島市黒岩字榎平３６番地

契約締結日 令和 ４年 ４月 １日

契約の相手方の 東北電力株式会社

氏名及び住所 仙台市青葉区本町一丁目７番１号

契約金額 １２５，５３８，２６４円

（消費税及び地方

消費税含む）

予定価格 非公表

（消費税及び地方

消費税含む）

随意契約によるこ 別添のとおり

ととした理由

備 考

注）１．公表対象随意契約が単価契約である場合には、契約金額欄に契約単価を記載する

とともに、備考欄に単価契約である旨及び契約単価に予定調達数量を乗じた額を記

載する。

． 、 「 」 。２ 予定価格を公表しないこととした場合 予定価格の欄には 非公表 と記載する



随意契約理由書 
 
 
１．件    名：福島河川国道事務所管内で使用する電気 
 
２．契約の相手方：東北電力株式会社 
 
３．理    由： 
  本件は、令和４年度における福島河川国道事務所管内で使用する電気の購

入を行うものである。 
  当初、一般競争入札として令和３年１２月１日に公告したが、令和４年１月

２７日の競争参加資格申請期限までに申請がなかった。再度、一般競争入札と

する場合、その手続き期間等を考慮すると令和４年４月１日からの当事務所

管内への電気供給は困難となり、事業へ多大な影響が及ぶこととなるため一

般競争入札は断念せざるを得ない。 
   
  当事務所管内への電気供給に応じる小売電気事業者を探したが、電力卸売

価格高騰の影響により利益が見込めない等の理由から断られるなか、東北電

力株式会社が電気供給に応じる旨の回答があった唯一の事業者であった。 
 
  以上の理由により、会計法第２９条の３第４項及び予決令１０２条の４第

３号の規定に基づき、上記相手方と契約を締結するものである。 
 
 


